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原稿募集中
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◇今月号は,物質の科学としての地球科学の分析法とし

ての位置を確立しつつある二次イオン質量分析法に関

する特集する.平田岳史氏および森下祐一氏の全面的

た協力のもとに作成され,まさにSIMSの“いろは"

から“せすん"(六号平田･森下)となりました.

先端分野と言われるエレクトロニクスやバイオ次とで

は,一つ一つの極微小単位に機能を持たせようとして

いますが,ここでは,岩石や贋石茂どの構成要素の一

つ一つから地球からの,そして宇宙からのメッセｰジ

を読み取ろうとしています.

◇地質ニュｰスも地球科学からのメッセｰジを広く読者

へ伝える役割を担っています.私達編者は水準の高い

内容を読み取り易い媒体に託して皆さんにお届けする

義務があります.先月号に掲載されたr最近の地質ニ

ュｰスを読んで｣(読者の欄)は,私達にとって貴重

な御意見です.取り上げるテｰマ,内容や切口,さら

に紙面作りの上でも参考にさせていただきたいと考え

ています.それにもまして,定期刊行物は定期的に読

者のもとへ届くことが大切です.いくら努力しても結

果がそうたらない限り,編者の責任は逃れられませ

ん.早梅の季節の2月号が桜の頃に出てしまいそう

で,申し訳ありません.

◇本特集号は本文増頁によりカラｰ口絵が通常より少な

くなりましたが,次号より再び4頁建ての口絵記事へ

もどる予定です.
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地質ニュｰスに寄稿される方へ
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地球科学各分野の最近の話題･総説･解説だと多

方面の原稿を募ります.

原稿は図･表･写真を含め,原則として刷上がり

15ぺ一ジ以内とします.これをこえる場合は事務

局に相談Lて下さい.地質ニュｰス原稿用紙(25

×18字)4枚半が1ぺ一ジに相当します.

ワｰドプロセッサｰ使用の場合も,A4判用紙に

1行25字とし,行数は20-25行程度として下さい.

句読点･引用符などもすべて1字として下さい.

図･表･写真は本文とは別に1枚1ぺ一ジとし

て,それぞれに番号をづけるとともに,希望する

掲載サイズを余白に記入して下さい.これらにつ

ける説明文は,本文とは別の原稿用紙に書いて下

さい.とくに図と写真は,縮小率を考え鮮明肢も

のを提出して下さい.

原稿の右欄外に図･表･写真の希望する挿入位置

を鉛筆で記入して下さい.

表紙やグラビアに用いるカラｰ写真は,プリント

版の他に原版のポジ(スライド)を提出して下さ

い.プリント版のみの場合は,カビネ～六切サイ

ズ(表紙1耳大切)のものに限ります｡

原稿は事務局に提出して下さい.編集委員会から

受付カｰドを発行します.掲載は原則として受付

順としますが,速報性の高いものは優先的に印刷

したいと思います.
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